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研究成果の概要（和文）：在宅療養中の慢性痛患者の現状調査と、その系統的アセスメントの試

行、ホームページや学術集会での交流集会を通じて疼痛ケアネットワーク構築を試みた。その

結果、重度の痛みを長期間抱えて生活する非がん性の慢性疼痛患者が少なくないこと、看護職

は疼痛ケアに苦慮していることが分かった。疼痛看護に関わる実践者と研究者が連携してネッ

トワークを構築することで我が国の疼痛看護の推進が期待できる。 
   
研究成果の概要（英文）：We surveyed on chronic pain home-care patients, assessed the pain 
of some consented patients, and begun to create pain care networks through homepage and 
inter-professions exchange at academic meetings. As a result, it is suggested that not a few 
severe pain patients live their lives for a long period in Japan, and that nurses have 
troubles caring such patients. Pain care network created by nurses and nursing scientist 
through cooperation with each other will promote pain management nursing in Japan.     
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１．研究開始当初の背景 

2000 年代初頭の我が国では、在宅で重度の
痛みに苦しむ、特にがん患者以外の在宅患者
は、手厚いがん疼痛管理の外に置かれ疼痛管
理は十分とはいえず、高価なオピオイド（保
険適用外）の使用に踏み切れないケースもあ
った。 

一方、世界的に見ても、中等度以上の痛み
を体験している癌患者は過去 30 年間で減少
しておらず、WHO 方式の癌疼痛の管理が必ず
しも奏功していないという問題が起こって
いた。米国の世界的疼痛看護学者 Miaskowski
（2005）はその原因として、WHO のラダー方
式は必ずしも万人に適用できないこと、断片
的な観察では患者の痛みは看過されること
を指摘した。そして、米国内に癌疼痛管理の
新しいガイドラインを発表し（2005）、がん
疼痛に限らない，広く痛みの臨床で共有でき
る行き届いた具体策を提案している。 

このように、痛みの原因が何であろうと、
患者にとって慢性的な強い痛みは生活活動
や社会性を阻害し、自尊心を奪う最悪の症状
である。疼痛管理の進んだ米国では慢性疼痛
にも積極的にオピオイドが使用されている。
しかし、我が国では、がん疼痛以外の疼痛患
者に対する管理体制は全くといっていいほ
ど整っていない。そのため、家庭医や保健
師・看護師など在宅ケアに携わる専門職者は、
こうした患者の疼痛管理に苦慮している。こ
れには、保健・医療の専門職が痛みの系統的
教育を受けていないこと、専門職間の連携不
足、そして、Miaskowski が指摘するように実
践の場のきめ細かい観察と適切な疼痛評価
が徹底していないこと、そして疼痛管理の医
療体制の遅れ、それらのいずれもが原因して
いるといえよう。 

こうした背景から、十分な疼痛管理を受け
られないまま在宅で慢性疼痛に苦しむ患者
の実態を知り、看護職を中心とした痛みのケ
アに携わる専門職が相互に連携する疼痛ケ
アネットワークを構築することは、我が国の
疼痛看護の確立と進歩に不可欠かつ急務で
あるといえた。 

 
２．研究の目的 

我が国の在宅で療養中の患者の中には、痛
みを主訴としながら癌疼痛患者のような組
織的な疼痛管理を受けられず、不必要な慢性
痛に苦しむ患者が少なからず存在する。 

そこで、本研究では、当初の目的を、（1）

我が国の在宅療養中の患者のうち、癌疼痛及
び非癌疼痛のある患者の存在割合とその生
活実態を明らかにすること、（2）そうした患
者に起こっている現象を生理・心理・行動な
ど多角的視点で観察・評価すること、さらに、
（3）在宅患者の疼痛管理を改善するために
専門職者からなる疼痛ケアネットワークを
構築すること、とした。 

 
３．研究の方法 
 当初の計画では、全国調査を実施する予定
で、漸次本調査の準備を進めていたが、研究
期間半ばの 2011 年 3 月に起きた東日本地区
の甚大な災害（東日本大震災）を鑑み、一部
計画を見直し、以下の方法で研究を遂行した。 
（1）在宅疼痛患者の実態調査の実施 
 無作為抽出した中国・四国地方の西日本訪
問看護ステーションの責任者（看護職）を対
象に、訪問在宅患者中の疼痛患者の割合と、
一部患者の疼痛管理について調査する。 
 また、ハンセン病後遺障害としての末梢神
経痛のある患者の痛みと疼痛管理の実態調
査を、全国 13 施設を対象に実施する。 
（2）痛みの多次元的アセスメント 
 研究代表者の深井が岡山大学病院で実施
している「ペインクリニック－痛みの相談
室」に来院する慢性痛患者に対して、パイロ
ットスタディとして、疼痛部位を中心とした
フィジカルイグザミネーション、ペインビジ
ョンによる痛み度の測定、5種類のアセスメ
ントツールによる疼痛評価、ペインヒストリ
ーと現症に関する系統的かつ入念な問診を
行う。  
（3）ホームページ「疼痛ケアネットワーク」
の設置と管理・運用 
一般向（一部英語版も設置）、専門職向の

ページを設け、疼痛看護に関する種々の情報
を提供する。 
（4）交流集会による研究者交流の推進 
 日本看護技術学会学術集会で毎年交流集
会を開催して、看護学者と看護実践者に、申
請者らの疼痛看護に関する教育・研究そして
実践活動を紹介するとともに、疼痛看護の問
題点と解決策について議論する場をもつ。 
 
４．研究成果 
（1）在宅疼痛患者の痛みと疼痛管理の現状 
①在宅療養患者の痛み 
訪問看護ステーション管理者を対象に、在

宅疼痛患者の状況にかんする実態調査を実



施した。調査対象は岡山県内の全施設と中
国・四国地方全施設から無作為抽出した計
239 施設で、36 施設から回答を得た。一施設
平均の訪問患者数は 45.4 人で、そのうち痛
みのある患者は 9.6 人であった。うち半数が
がん疼痛であったが、腰痛、糖尿病性神経障
害による痛み、頭痛、神経痛その他難病によ
る痛みもみられた。57 名の個別のデータのう
ち 49名に VAS 評価で 2.5～6.9 の痛みが常在
していた。大半の患者に鎮痛薬の使用があっ
たが、罨法や芳香療法の積極的併用が見られ
た。これらの結果から、在宅療養中の患者の
1 割以上が常在する痛みに苦しみ、必ずしも
適切な疼痛管理下に置かれていない状況が
明らかになった。 
②ハンセン病患者の痛み 

我が国の国立ハンセン病療養所の全調査
を実施した。全 13 施設 92 部署のうち 24 部
署から回答があった。1 部署当たりの看護職
数は 24 名、患者数は 28 名であった。痛みの
ある患者数は平均7.6人で75％が手足の痛み
を訴えていた（幻肢痛を含む）．半数の疼痛
患者が常時 VAS4-9 の中等度以上の痛みを訴
えているにも関わらず、NSAIDs を中心とした
鎮痛効果の低い薬が投与されているに過ぎ
なかった。看護職による積極的な代替療法に
よる鎮痛が得られたケースも少数例ではあ
ったが存在した。こうした結果から、看護職
が痛みのアセスメントを中心とした疼痛ケ
アの知識と技術を強化することにより、疼痛
管理の困難な患者の痛みが進歩する可能性
が示唆された。 
 
（2）痛みの多次元的アセスメント 
 個々の慢性疼痛患者の痛みの全身の系統
的アセスメントについては、期間中に「痛み
の相談室」を訪れた 7例で実施したが、現段
階ではパイロットスタディで、今後も継続し
ていく。以下は暫定的な結果の概要である。
①7 名全員がインターネットで検索するか、
院内のポスターを見て「痛みの相談室」を知
り、強い期待と動機で訪れた。②7 名中 6 名
の患者が 10 年以上の慢性痛に苦しみ、適切
な疼痛管理を受けられないまま生活してい
た（薬物療法はほとんど無効）。③ペインビ
ジョンで測定した痛み度（数十～数百）とア
セスメントツールの評価は概ね一致してお
り、慢性痛に特徴的な行動評価尺度の高得点
が見られた。④全員で痛みのために優れない
表情で（フェイススケール評点が高い）、心
気症傾向であった。⑤面接相談を繰り返し、
痛みについての知識が増え、痛みの洞察がで
きるようになるにつれて、不安が軽減する傾
向が見られた。⑥別途、科学研究費助成研究
を得て開発中のビーズテープ式鎮痛材の使
用で軽快するケースと、岡山大学病麻酔科等
を紹介、連携を取りながら経過するケースが

あり、後者では相談は 1年以上継続している。 
 
（3）ホームページ「疼痛ケアネットワーク」
開設と成果 
 2000 年 3月に、疼痛看護に特化したホーム
ペ ー ジ 「 疼 痛 ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク
（http://www.totucare.com/）」を開設し、
一般向けと専門職向けの 2つのサイトを置い
た。一般向けサイトには「痛みの体験記」の
閲覧や、poll 形式の「痛みのアセスメントツ
ール」による疼痛評価体験ページを儲け（集
計結果を定期的に更新）、痛みに関心のある
人、現存する痛みに苦しむ人々への情報提供
を行った。専門職向けサイトでは疼痛看護学
者や在宅疼痛患者の痛みのケアに携わる専
門職者（主として看護師・保健師）への専門
知識（疼痛学講義や自著論文等の閲覧）や、
学術情報（内外の痛み関連学会と、当年度の
関連学術集会）を提供した。さらに一般向け
サイトには英語版も設けた。 
 本ホームページの総閲覧数は平成 25 年 3
月末現在で 30,000 を超え，痛みの poll 投稿
者 355、疼痛ケアネットワークへの登録者は
63 名にそれぞれ達した。ホームページによる
情報発信の取り組みは、一般者から当サイト
へのメールによる質問や相談、学術集会での
交流集会への参加を促す効果があった。本研
究期間終了後もホームページの運用を継続
して行う予定である。  
 
（4）交流集会による研究者交流の推進 
 2008 年から毎年 1回、計 5回（研究期間以
前を含めると 8 回）、日本看護技術学会学術
集会（年次大会）時に、痛みに関心をもつ看
護学研究者を対象とした交流集会を開催し
た（参加者数は 30～50 名程度）。集会ではホ
ームページも紹介し、がん疼痛非がん疼痛を
問わず、鎮痛薬による疼痛管理が困難な患者
に対して看護職が果たすべき役割について
議論する場となっている。平成 24 年度の当
ケアネットワークの活動を 25 年度開催の交
流集会（日本看護技術学会第 12回学術集会、
2013 年 9 月、浜松）で紹介するほか将来にわ
たって、交流集会は継続する予定である。 
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